
全校体制で取り組むGIGAスクール構想

ー環境整備と研修体制の確立を通してー

新潟市立上所小学校



全校体制で取り組むGIGAスクール構想
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研究主題設定の意図について
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パイロット校
としての実践

新しいものへの
抵抗感

充電や管理方法
の検討



12月 1月

一人一台端末導入までの流れ

ロイロ社より
40台＋1台貸与

GIGA端末
約700台到着

Ⅱ期Ⅰ期

7月



研究仮説

段階的に環境整備や研修を全校体制で行っていく

ことで，全職員がiPadを活用した授業ができ，

子どもが日常的にiPadを活用した授業ができる

だろう。



全校体制で取り組むGIGAスクール構想

研究仮説

環境整備

いつでも

どこでも

簡単に

研修体制

短時間で

体験的に理解

分かりやすく

今年度の成果と次年度に向けて



環境整備（1期）

Key Word：簡単に

◆使用学年の制限

◆使用簿の作成

◆ロイロノートアカウント

の作成

活用しやすい環境づくり



活用しやすい環境づくり -簡単に

２ 使用簿の作成１ 使用学年や時期の調整

高学年 中学年

5年生
宿泊研修

6年生
宿泊研修

全校縦割り遠足

3 ロイロノートのアカウント
の作成



研修体制（1期）

Key Word：短時間
体験的に理解

◆ロイロノート使い方研修

活用方法のイメージづくり



授業における活用方法のイメージづくり

Check！

◆ロイロの担当者と
研修内容の事前打合せ

◆機能を絞った短時間研修

◆学年ごとの小グループ編成

当初

120分
内容を厳選

40分



環境整備（Ⅱ期）

Key Word：いつでもどこでも

◆Apple TVの導入

◆体育館に無線APの設置

◆GIGA推進チームの発足

ストレスフリーな環境づくり



ストレスフリーな環境づくり

1 Apple TVの導入 2 体育館に無線APを設置

全34台配置（特別教室を含む）
※文部科学省「学校再開に伴う感染症対策・学習
保障等に係る支援経費」を活用



一般的な例

GIGAスクール担当（情報主任など）

授業での活用場面

アカウント作成 運用ルールの検討
※情報モラルを含む

研修計画の作成

機器操作のサポート 不良品の対応

ストレスフリーな環境づくり

3 GIGAスクール推進チームの発足

過重な負担感



当校での仕組み

GIGAスクール
主担当

授業での活用場面

アカウント作成

研修計画の作成
運用ルールの検討
※情報モラルを含む

①機器操作のサポート ②不良品の対応

教務主任 研究主任 情報主任 生活指導主任

サポートメンバー

ストレスフリーな環境づくり

3 GIGAスクール推進チームの発足



Check！

◆各学年から一人PLを選出
する

◆GIGA推進チームだけでなく，
各学年で活用を広げていく意
識の醸成

5学年の例

PL

1年
PL

2年
PL

3年
PL

4年
PL

5年
PL

6年
PL

＋GIGA推進チーム

◆ロイロノートやドリルパーク
の活用方法について検討

◆機器操作のレクチャー

ストレスフリーな環境づくり

4 PLの設置



研修体制（Ⅱ期）

Key Word：短時間で
分かりやすく

◆ロイロノート課題

◆GIGA授業開きの自校化

◆情報モラル研修

全職員の活用スキルの向上



全職員の活用スキルの向上

1 ロイロノート課題 2 職員研修



全職員の活用スキルの向上

市教委
プレゼン

規範意識の向上
安心・安全
情報モラル

広がる活動
学びを深め，

学校生活を豊かに

３つの視点から
プレゼンを自校化

自分事へ
トラブル回避
ムービーの活用



全職員の活用スキルの向上

情報モラルについて

使用の目的

使用の約束



全職員の活用スキルの向上

情報モラルについて

使用の目的

３



全職員の活用スキルの向上

情報モラルについて

使用の約束

３



本研究の成果

第3回オンライン学習参観でiPadを活用した授業を

公開した職員数

※オンライン授業参観は，録画したものをYouTube上で公開するもの。 ※3年生以上

1

15
15

（１）職員アンケート



本研究の成果

１週間の中でiPadを活用した授業の平均実施回数

［調査期間：2021年1月25日（月）〜29日（金）］

2

1年
（4人）

2年
（4）

3年
（4）

4年
（4）

5年
（4）

6年
（3）

特別支援
学級
（3）

級外
（5）

7.75 1.75 10 12.5 13.3 7 10 7.4

（１）職員アンケート



本研究の成果

第5学年 A児

「（シンキングツールを使って，カードを繋げたり，動かしたりして）

情報を整理することで，自分の考えをまとめやすい」

（２）子どもへの聞き取り

第３学年 B児

「（提出箱があるから）みんなの意見が見えて分かりやすい」



本研究の成果

全職員が，iPadを活用した授業を行い，子ども
が日常的に活用することができた。

○ 第3回オンライン学習参観でiPadを活用した授業を

公開した職員数 （２１／２６）

○ iPadを活用した授業の平均実施回数 （高い活用実施）



次年度に向けて

・「上所小タブレット使用

の約束」の見直し

・端末持ち帰りのルール

づくり

・新年度の新しいメンバーも

安心して活用できるように

環境整備 研修体制

など

など

より一層充実
したものに


